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                                                       2025 年 2 月 1 日 

日本高等教育学会 会員 各位 

 

日本高等教育学会 第 28 回大会のご案内 

第 28 回大会実行委員会 

 

謹啓 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

日本高等教育学会第 28 回大会を、 九州大学伊都キャンパスを会場とした対面実施で開催すること

になりました。多くの会員の皆様にご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。 

学会ウェブサイトでのご案内及び大会実行委員会からの連絡にご留意ください。 

謹白 

記 

 

期日：  2025 年 5 月 31 日（土）・6 月 1 日（日）  

       

大会日程（案）： 

・1 日目（5 月 31 日（土））       ・2 日目（6 月 1 日（日）） 

 09:15-      参加受付          08:30-      参加受付 

10:00-12:00 自由研究発表(一般発表)Ⅰ 09:00-11:00 自由研究発表(一般発表)Ⅱ 

12:00-13:00 昼食休憩         11:10-12:30 自由研究発表(一般発表)Ⅲ 

      （12:10-12:55）国際委員会主催ﾗﾝﾁﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 12:30-13:30 昼食休憩 

13:00-15:00 課題研究Ⅱ        13:30-14:00 総会 

15:15-17:15 課題研究Ⅰ        14:15-16:45 公開シンポジウム 

17:30-19:30 懇親会                  （大会校企画・巻末別紙参照） 

                        

会場：九州大学 伊都キャンパス 

 

実施方法：   

・九州大学伊都キャンパスを会場とした対面実施で開催。総会、及び、公開シンポジウムの

み、一部オンラインを併用するハイブリッド形式 

・「日本高等教育学会第 28 回大会参加者用ページ」として、日本高等教育学会が利用して

いるガリレオ社の SOLTI システムを利用し、日本高等教育学会ウェブサイト

( https://jaher-web.jp )の「会員情報管理システム」からアクセスいただきます。「日

本高等教育学会第 28 回大会参加者用ページ」は参加者の方々に、第 28 回大会に関する

情報を一元的に提示するプラットフォームであり、要旨集録、課題研究と大会校企画シン

ポジウムのウェビナーURL などの情報を掲載します。  

・課題研究は、対面会場での実施を予定しています。 

・大会校企画は、公開企画として、対面会場での実施とともに、ウェビナー方式によるオン

ライン同時配信を予定しています。 

・参加申込等の各種手続き、要旨集録の配布等は原則としてオンラインとします。 
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大会参加の申込方法： 

・日本高等教育学会ウェブサイト( https://jaher-web.jp )の「大会参加申込システム」に

従い必要事項を入力し、大会参加登録と大会参加費のお支払い手続きを行ってください。  

・参加申し込み・参加費支払いの期間は、2025 年 2 月 1 日(土)〜5 月 15 日(木) 17:00 

です(厳守)。  

・IDまたはパスワードが不明な方は「大会参加申込システム」の「ログインできない方はこ

ちら」より再取得してください。 

・大会参加の申し込み・参加費支払いが完了すると、ご指定のメールアドレスに受領メール

を送信します。メールが受信できていない場合、手続きが完了していない可能性がありま

す。必ずご確認ください。なお、クレジット決済以外による参加費のお支払いの場合は、

ご入金確認に 2,3営業日程度を要します。 

・大会参加費のお支払いが完了した方は、対面会場での大会参加とともに、要旨集録のダウ

ンロードと課題研究及び公開シンポジウムへのアクセスが可能となります。なお、自由研

究発表（一般発表）、課題研究の傍聴は対面参加者のみ可能であり、オンラインでの配信や

録画映像の配信は行いませんので予めご了承の上、参加申し込みをしてください。 

・本学会の会員ではない方（非会員）も、臨時会員として大会に参加することができます。

ただし、自由研究発表（一般発表）の発表者になることはできません。 

・「自由研究発表（一般発表）」を希望される場合、発表申し込みは別途必要です。 

 

大会参加費： 5,000 円（会員・臨時会員／対面参加共通） 

懇親会費： 6,000円 

・大会参加費の支払いは原則、「大会参加申込システム」上でのクレジット決済となります。

クレジット決裁ができない方は、大会参加費の支払い方法をご案内します。大会実行委員

会までメールでお知らせください。 

・大会参加費 5,000円について、会員は不課税、臨時会員は税込です。また、懇親会費 6,000

円は参加種別を問わず税込です。 

・決済完了後の返金はいたしません。 

・領収書は「大会参加申込システム」上から PDF ファイルで取得できます。（「大会参加費」

と「懇親会費」とで PDFファイルが分かれています） 

・学会大会当日の大会会場での現金による参加費の受付は行いません。 

・懇親会終了後、九大学研都市駅までの大型バス（55人乗り）を３台準備いたします。 

・公開シンポジウム（大会校企画）のみ参加希望の場合は、参加費は無料とします。参加申

し込み時に、「大会参加申込システム」からそのことを選択してください。 

  

対面会場参加の留意点： 

・宿泊は各自でご手配下さい。 

・両日とも、朝に限り、九大学研都市駅から会場までの大型バス（55人乗り）を３台準備い

たします。詳細については、別途ご案内いたします。 

・九大学研都市駅から路線バスの本数が少ないことにご注意ください。なお、当日は、車で

の入構も可能です。守衛所で入校料 300円をお支払いください。 

・福岡市営地下鉄内（姪浜駅まで）は、クレジットカードのタッチ決済乗車サービスがご利

用できますが、最寄駅である九大学研都市駅は、JR筑紫線の駅（福岡市営地下鉄と相互乗
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り入れ）となりますので、クレジットカードのタッチ決済乗車サービスを利用した場合、

下車できません。クレジットカードのタッチ決済乗車サービスをご利用になれないように

ご注意ください（交通系 ICカードは利用できます）。 

・対面会場内の食堂は土曜日のみ開店の予定です。近隣の飲食店やコンビニエンスストア等

をご利用ください。 

 

自由研究発表（一般発表）の申し込みについて： 

・日本高等教育学会ウェブサイト( https://jaher-web.jp/ )の「大会発表申込システム」に

ログインの上、手順に沿ってお申し込みください。 

・ご登録が完了するとご指定のメールアドレスに受領メールが送信されます。必ずご確認く

ださいますようお願いいたします。 

・申し込み期間は、2025 年 2 月 1 日(土)〜 2 月 28 日(金)16:00 です(厳守)。 

・ログインに必要な会員 ID は、学会からの郵便物に貼られている宛名ラベルに記載してい

ます。  

・ID またはパスワードが不明な方は「大会発表申込システム」の「ログインできない方は

こちら」より再取得してください。 

・プログラム作成のため、大会当日に、申し込み時点とは異なる所属になることが分かって

いる場合は、新しい所属名を記載してください。 

・「発表要旨」の原稿の提出期限は、2025 年 3 月 28 日(金)18:00 です(厳守)。 「大会

発表申込システム」から提出してください。 

・「自由研究発表（一般発表）」を申し込まれる方も、大会参加の申し込みは別途必要です。

期日までに大会参加の申し込み手続きも必ずお済ませください。期日までに大会参加費の

支払い手続きがない場合は、発表申込は取り消しとなります。 

・「自由研究発表（一般発表）」の申し込み・発表要旨の作成に当たっては、「【別添資料】第

28 回大会における自由研究発表（一般発表）に関する注意事項等について」の内容に沿っ

てください。 

	
国際委員会主催企画ランチミーティングの申し込みについて： 

国際委員会では、第 28 回大会の初日昼休みに、2 つのランチミーティングを開催いたしま

す。軽食と飲み物をご用意し、和やかな雰囲気の中で交流を深めたいと思います。前回大会

でも大変好評いただいたこの企画に、皆さまお誘い合わせの上ご参加ください。多くのお

申し込みをお待ちしています。  

 

【日時】5月 31 日(土)12:10~12:55  

【参加費】無料  

【申込締切】5月 28 日(水)17:00 まで  

【申込方法】https://forms.gle/kmxEP4iP17vLpLJp9  

【備考】  

・途中参加可、途中退場可 

・ランチミーティング間の移動可 ・当日の飛び入り参加も歓迎。但し、参加登録をお願いし

ますので、予めのお申込みを推奨します。  

・お問い合わせは、坂本規孝(国際委員、n-saka@hiroshima-cu.ac.jp)まで。  
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<ランチミーティング 1:留学生・外国人研究者との交流> 

【場所】調整中 

【担当】情報提供:王帥  

【趣旨】留学生・外国人研究者が日本の大学で研究を進めていく上での悩みを話し合いなが

ら、参加者同士で交流します。関心のある日本人の学生や研究者の積極的なご参加

をお待ちします。  

<ランチミーティング 2:海外での調査や滞在に関する情報共有> 

【場所】調整中 

【担当】情報提供:長沢誠  

【趣旨】研究目的で海外での調査や滞在を考えている方を対象として、現地での活動を一

層充実させるために知っておくと良い 情報、疑問や悩みを話し合いながら、参加

者同士で交流します。  

 

大会に関するお問い合わせ： 

ご不明の点がございましたら、大会実行委員会までメールでお問い合わせください。 
g005jaher-taikai@ml.gakkai.ne.jp 

 

ご参考： 

第 28 回大会に関するスケジュールは下のように予定しています。 

2025 年 2 月 1 日 「第 28 回大会のご案内」の告知 

2025 年 2 月 28 日 自 由 研 究 発 表 （ 一 般 発 表 ） の 申込期限（ 16:00 ま で ） 

2025 年 3 月 28 日 発表要旨原稿の提出期限（18:00 まで） 

2025 年 4 月 25 日 大会プログラムの公開（予定） 

2025 年 5 月 15 日 大会参加申込・参加費支払い期限（16:00 まで） 

2025 年 5 月 15 日 発表要旨集録の公開（予定） 

2025 年 5 月 28 日 
国際委員会主催のランチミーティングへの申し込み締め切り

（17:00 まで） 

2025 年 5 月 31 日 

・6 月 1 日 

大会当日(対面会場) 

以上 
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日本高等教育学会第 28 回大会 大会校企画 

 

 

公開シンポジウム  

大学を開く 
―学問分野・組織・制度― 

 

 
趣旨）少子化が進展する中、大学を従前の方法で運営することが不可能になってきているこ

とに、大学関係者の誰もが気づいている。「デジタル」「グリーン」等の理系分野の学部設置

や文理融合教育の推進を目指す学部再編（文系学部の理系学部化）が政府主導で進められて

おり、私立大学の公立大学化や学生募集停止などの組織再編・退場が現実のものとなってい

る。こうした厳しい環境下において、大学は、人材育成を担う中核組織として、いかなる中・

長期的ビジョンのもとに教育の在り方を展望することができるのか。 

 

日本の大学は、それぞれに「閉じた」組織として運営されてきた。すなわち、入学者選抜

では優秀な学生を獲得するために競い合い、入学後は学生を教育組織に抱え込み、大学組織

内の学生の移動（他学部の授業科目の履修）も大学組織間の学生の移動（編入・単位互換）

も積極的に推進してきたわけではない。大学組織内では、学問分野を基盤に編成された独立

性の高い部局（学部・専攻等）間の横連携は限定的であり、分野横断的な教育・研究・社会

貢献の重要性が強調されていても、そのために育成すべきコンピテンシーや方法論について

の研究・実践は始まったばかりである。大学組織間でも、競争的環境下にある大学同士で教

育リソースを共有する横連携の発想は限定的であり、それぞれの強みを活かしながら人材育

成機能を総合的に高めていくことを目指す先駆的・萌芽的取組が軌道に乗ったばかりである。

大学と職業社会の縦連携も依然として限定的であり、大学で身に付ける学修成果と職場で必

要とされるコンピテンシーを積極的にすり合わせることで、連続的な人材育成や学び直しを

実質化するための制度的枠組が確立されている学問分野は多くない。 

 

 このシンポジウムでは、工学分野における分野横断的な横連携、四国地域大学ネットワーク

における大学組織の横連携、看護学分野における教育と職場の縦連携を牽引してこられたリ

ーダーを登壇者として、文部科学省高等教育局長（依頼予定）をコメンテーターとしてお招

きし、学問分野・大学組織・大学と職業社会の連携を通して大学を「開く」という切り口か

ら、人材育成を担う中核組織としての大学の機能を強化していく方策について議論すること

で、日本の大学の未来を構想する手がかりを得たい。 

 

 

日時：2025 年 6 月 1日（日）14:15～16:45 

場所：九州大学伊都キャンパス  

   リアルタイムオンライン配信 併用 

 

司会：河野銀子（九州大学男女共同参画推進室 教授） 
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講演： 

l 学問分野を開く： 

北村 隆行 氏 （日本学術会議機械工学委員会機械工学分野の参照委準検討分科会 元委

員長/前京都大学副学長（研究倫理・研究公正・研究規範・経済安全保障担当）/滋賀県顧問） 

 

l 組織を開く：  

佐古 秀一 氏 （四国地域大学ネットワーク機構 代表理事/鳴門教育大学長） 

 

l 制度を開く： 

内布 敦子 氏 （日本学術会議健康・生活科学委員会看護学分科会 元幹事/ 敦賀市立看

護大学学長） 

 

コメント：文部科学省 高等教育局長(依頼予定） 

 

総合討論: 

l モデレータ：深堀 聰子（九州大学未来人材育成機構 教授） 
 


